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当社子会社におけるライセンス契約の終了に関するお知らせ 
 

 

当社の連結子会社である新華モバイル・リミテッド（以下「新華モバイル」）は、2018年 6月 4 日公表の

「当社の子会社によるライセンス契約締結のお知らせ」の通りスマート・ビート・プロフィッツ・リミッテ

ッド（以下「SBP」といいます。）との間で締結したライセンス契約（以下「本件ライセンス契約」といいま

す。）について契約を終了することを決議しましたので、以下の通りお知らせします。 

 

 

1. 契約終了の理由 

 

本件ライセンス契約の対象となる特許（以下「本件特許」といいます。）は、生体に関する情報（例えば、

心拍変動率）を収集して可視化する情報処理システムに関するもの、並びにこのような情報システムにおい

て用いられるデータベースの構築方法及びデータベースに関するもの（以下「本件ライセンス」といいます。）

です。新華モバイルは、同社グループの事業において、本件ライセンスを活用することを目的として本件ラ

イセンス契約を締結しました。 

 

 ただ、新華モバイル・グループは既に心拍変動率及びその他に関して類似した技術を取得しているため、

これまで本件特許を事業で活用しておりませんでした。また本件ライセンスをサブライセンスする潜在的な

顧客を見つけることもできませんでした。そのため新華モバイルの経営陣は、新華モバイル・グループにと

って本件特許の有用性が低くなったと判断しております。 

 

 また、本件特許は、当社の取締役会会長、CEO 及び CFOであり新華モバイルの取締役であるレン・イー・ハ

ン（以下「レン」といいます。）が発明者であり、かつレンがその株式の 100％を保有する SBP を通して日本

で取得した特許権でありますが、本日付「最高経営責任者の異動及び株式会社オウケイウェイヴの子会社に

対する業務委託に関するお知らせ」に記載のとおり、レンは健康上の理由により次回の定時株主総会の終了

をもって当社の役員及び取締役を退任する予定であり、これに伴い同氏は新華モバイルの取締役も退任する

予定です。このため、新華モバイルの経営陣は、今般、本件ライセンス契約を終了させるタイミングとして

も適切であると考えております。 

 

なお、レンは、新華モバイルの取締役会決議を行うに当たって、利害関係を有するため、決議に参加せず、

本件ライセンス契約の終了は残りの取締役により全会一致で承認されております。 
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 SBP 及び新華モバイル双方の同意により、本件ライセンス契約の終了の効力は本日より有効となります。 

 

2. 今後の見通し 

 

 上記のとおり、当社グループは、本件ライセンスを当社グループの事業で活用していないこと、また本件

ライセンス契約にかかる支払は一切なかったため、本件ライセンス契約の終了が、当社グループに与える影

響はありません。開示すべき事象が決定又は発生した場合には、速やかにお知らせいたします。 
 

以上 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビート・ホールディングス・リミテッドについて 

 

当社、ビート・ホールディングス・リミテッドは、所有する知的財産権及び技術に基づいてヘルスケア・ブ

ロックチェーン・エコシステムの構築を含むブロックチェーン技術に基づくアプリケーションの開発、ウェ

ルネス・サービス、ヘルスケア・ウェアラブル端末のデザイン及び製造、並びに知的財産権のライセンシン

グ事業を行っております。また子会社の GINSMS Inc.（トロント・ベンチャー証券取引所に上場、TSXV：GOK）

を通じてモバイル・メッセージング・サービス並びにソフトウェア製品及びサービスを提供しています。当

社は香港に事業本部を構えシンガポール、マレーシア、インドネシア、中国及びカナダに子会社を有してお

ります。 

 

詳細は、ウェブサイト：https://www.beatholdings.com/ をご参照下さい。 

 

本書は一般公衆に向けられた開示資料であり、当社株式への投資を勧誘するものではありません。投資家は、

当社への投資を判断する際、当社の過去の適時開示資料及び法定開示資料を含むがこれらに限定されない開

示資料を確認し、それらに含まれるリスク要因及びその他の情報を併せて考慮した上でかかる判断を行う必

要があります。 

 

本開示資料には多くのリスク及び不確定要素を含むいくつかの将来に関する記述を含んでいます。多くの要

因により、当社の実際の結果、業績または実績が、将来に関する記述で明示的または黙示的に示される将来

の結果、業績または実績とは大きく異なることがあります。 

 

 

 


